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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。

〇 桐生市議会 ２年連続 全国６位
〇 議会市民アンケート実施結果
〇 平成 30年度政務活動費収支報告書
〇 活動開始！議会モニター

……… P ２
……… P11
……… P11

…………… P12

令和元年第２回定例会は、６月１０日（月）に招集され、
６月２８日（金）までの１９日間の会期で開かれました。

Pick up

　
市議会だよりは、

紙面の都合で発言の一部
（要旨）を掲載しています。
詳しくは、図書館で会議録を
ご覧ください。
なお、会議録は桐生市
ホームページからでも
ご覧いただけます。

キノピー

初めてのキャンプ教室
（青少年野外活動センター）
初めてのキャンプ教室
（青少年野外活動センター）
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　全国の地方議会の議会改革度を調査する早稲田大学マニフェスト
研究所の「議会改革度調査 2018」において、桐生市議会が昨年
度に引き続き全国で第６位という大変高い評価をいただきました。
　この調査は、全国の都道府県議会や市区町村議会を対象に、
早稲田大学マニフェスト研究所が 2010 年から毎年調査しているも
のです。この調査の趣旨は、全国の議会改革がどのような状況・
傾向にあるのか確認の指標とすること、また、 議会自身が改革度
を数値で把握することにより自己評価や改善を行うことです。この調査では、議会が果たすべき役割
として、（１）情報共有（本会議や委員会などの議事録や交際費・視察結果の公開・検証）、（２）
住民参加（傍聴のしやすさ、議会報告会などの実施、住民意見の聴取）、（３）議会機能強化（議
会本来の権限・能力を発揮するための機能強化状況）の３つの柱として、それぞれの改革度合を数値
化し、ランキング化しています。

　今回の調査で、桐生市議会は前年度の順位をキープして今年度も
第６位となり、２年連続のトップ 10入りを果たしました。特に３つの
柱うち（３）議会機能強化については、個別順位で全国第５位とな
っております。これは、ＰＤＣＡサイクルに基づく議会基本条例をは
じめとした議会改革の検証、また、議決事件の追加や議会モニタ
ー制度の導入、常任委員会の所管事務調査に専門的知見を活用し
て議会全体としての当初予算要望書を市長に提出するなどの取り組

みが大きく評価されたものと思われます。その他にも、
正副議長選挙の立候補制や市民アンケートの実施な
どの取り組みも評価の対象となったのではないかと思
われます。しかし当然のことながら、桐生市議会が
積極的に議会改革に取り組む理由は順位を上げるこ
とが目的ではなく、市民の皆様のために進める改革
であるという、その姿勢が評価された結果であると
理解しております。今後も、より良い桐生市議会の実
現に向けて、議会一丸となって頑張ります。

　議会改革度調査2018において、
 2年連続全国で6位になりました。

1 位

2 位

3 位

4 位

5 位

6 位

7 位

8 位

9 位

10 位

北海道　芽室町議会

滋賀県　大津市議会

三重県　四日市市議会

愛知県　岩倉市議会

石川県　加賀市議会

群馬県　桐生市議会

福島県　会津若松市議会

東京都　町田市議会

大阪府　堺市議会

兵庫県　西脇市議会

順 位

「議会改革度調査 2018」全体ランキング TOP10

調査：早稲田大学マニフェスト研究所　議会改革調査部会

市 議 会 名

政策研修会

議会モニター説明会

各種団体等とのまちづくり討論会
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市
長
就
任
あ
い
さ
つ

（そうぞう未来）
久保田　裕　一

　

現
在
、
カ
リ
ビ
ア

ン
ビ
ー
チ
バ
ス
停
が

終
点
と
な
っ
て
い
る
伊
勢
崎

市
の
赤
堀

シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
新
里
駅

方
面
に
延
伸

す
る
こ
と
で
、

伊
勢
崎
市
内

に
通
う
学
生

に
と
っ
て
利

便
性
が
向
上

す
る
と
と
も

に
、
新
里
町

内
に
お
け
る

移
動
手
段
の

確
保
や
赤
堀

地
区
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が

期
待
さ
れ
る
が
、
延
伸
の
可

能
性
は
。
　

延
伸
し
た
と
き
に

考
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
上
電
沿
線
か

ら
伊
勢
崎
市
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、
利
便
性
の
向

上
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

広
域
的
に
都
市
機
能
を
補
完

す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
や
必
要
性
、
費

用
対
効
果
な
ど
を
十
分
に
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
時
に
お
け
る

乳
幼
児
の
栄
養
支
援

と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
液

体
ミ
ル
ク
は
最
終
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
に

な
り
得
る
。

災
害
発
生

時
に
必
要

な
液
体
ミ

ル
ク
の
備

蓄
量
の
計

算
方
法
を

確
立
し
、

市
と
し
て

必
要
最
低

限
の
備
蓄

を
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
は
。

　

現
時
点
に
お
い
て

は
、
最
低
備
蓄
数
を

算
出
し
て
い
な
い
が
、
内
閣

府
や
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通

達
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
、
対
応
し
た
い
。

　

ま
た
、
使
い
捨
て
哺
乳
瓶

の
備
蓄
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。

答
弁

質
問

赤
堀
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
延
伸

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

質
問

答
弁

（創志会）
佐　藤　幸　雄

　

公
約
の
中
で
短
期

間
に
成
果
を
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
も
の
は
。

　

「
未
来
志
向
の
広

域
行
政
」
と
し
て
掲

げ
た
「
（
仮
称
）
桐
生
・
み

ど
り
未
来
会
議
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
５
月
29
日
に
み
ど
り
市
長

に
提
案
書
を
お
渡
し
し
、
６

月
25
日
に
同
意
い
た
だ
け
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
、

速
や
か
に
会
議
が
開
催
で
き

る
よ
う
、
推
進
体
制
等
に
つ

い
て
み
ど
り
市
と
調
整
を
図

り
た
い
。

　

ま
た
、
「
桐
生
の
潜
在
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
」
、

「
桐
生
厚
生
総
合
病
院
の
改

善
・
改
革
」
も
挙
げ
ら
れ
る

が
、
公
約
の
実
現
に
向
け
、

今
後
速
や
か
に
庁
内
の
検
討

体
制
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

市
長
が
現
時
点
で

描
い
て
い
る
当
市
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

 

桐
生
市
が
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
し
て

い
く
に
は
、
市
民
が
健
康
で

幸
せ
に
生
活
で
き
て
い
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

私
が
目
指
す
将
来
の
ま
ち
の

姿
は
、
「
若
者
が
夢
を
持
ち
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
そ

し
て
誰
も
が
住
み
続
け
た

く
な
る
ま
ち
」
で
あ
る
。

　

目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち

づ
く
り
の
当
事
者
と
し
て
、 

市
政
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

共
に
感
じ
、
共
に
創
る

「
共
感
と
共
創
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　６月 27 日（木）・28 日（金）の２日間にわたり、16 人の議員が一般質問を行い、
市政に関する問題について、市当局の見解を求めました。

※氏名の下のカッコ内は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

市長就任あいさつ

カリビアンビーチバス停
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が
ん
患
者
の
治
療

に
伴
う
外
見
の
変
化

を
カ
バ
ー
す
る
ウ
ィ
ッ

グ
（
医
療
用
か
つ
ら
）
、

人
工
ボ
デ
ィ
ー
（
胸
部

補
整
具
）
の
購
入
費
用

の
助
成
制
度
を
近
隣
自

治
体
で
は
創
設
し
て
い

る
が
、
当
市
に
お
け
る

創
設
の
考
え
は
。

　

補
助
金
等
の

助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

県
内
他
市
の
実
績
な
ど

を
参
考
に
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
。

　

が
ん
患
者
に

寄
り
添
い
、
が
ん
患

者
に
生
き
る
力
を
引
き
出
さ

せ
る
が
ん
サ
ロ
ン
、
が
ん
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を
認
知
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

が
ん
患
者
が
抱
え

る
不
安
や
悩
み
の
解

消
に
つ
い
て
、
が
ん
に
か

か
っ
た
人
の
経
験
は
貴
重
で

大
変
役
に
立
つ
こ
と
か
ら
、

答
弁

質
問

サ
ロ
ン
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
県

で
養
成
さ
れ
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
ま
と
め

た
冊
子
「
ぐ
ん
ま
の
安
心
が

ん
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
健

康
づ
く
り
課
の
窓
口
や
健
康

教
育
な
ど
保
健
事
業
の
場
で

配
布
し
て
い
る
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ

た
人
や
が
ん
の
治
療

中
の
人
な
ど
に
役
立
つ
窓
口

と
し
て
、
群
馬
県
健
康
福
祉

部
保
健
予
防
課
が
ん
対
策
推

進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
当

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
提
携

は
。
　

当
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
リ
ン

ク
を
貼
る
対
応
を
行
っ
た
。

質
問

答
弁

が
ん
患
者
へ
の
支
援

質
問

答
弁

（クラブ２１）
河原井　　　始

　

内
閣
府
が
行
っ

た
「
生
活
状
況
に

関
す
る
調
査
」
の
具
体
的
な

方
法
は
。　

平
成
27
年
12
月

の
調
査
は
、
全
国

の
市
区
町
村
に
居
住
す
る
満

15
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
５

０
０
０
人
を
対
象
に
１
９
８

市
区
町
村
２
０
０
地
点
で
行

わ
れ
た
。
調
査
員
が
訪
問
留

置
し
回
収
す
る
方
法
で
行
わ

れ
、
有
効
回
収
数
は
３
１
１

５
人
で
有
効
回
収
率
は
62
・

３
％
で
あ
る
。
平
成
30
年
12

月
の
調
査
は
満
40
歳
か
ら
満

64
歳
ま
で
の
５
０
０
０
人
を

対
象
に
し
、
１
９
９
市
区

町
村
２
０

０
地
点
で

行
わ
れ
、

有
効
回
収

数
は
３
２

４
８
人
で

有
効
回
収

率
は
65
・

０
％
で
あ

る
。

　

当
市
で
は
ひ
き
こ

も
り
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　

当
市
独
自
の
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。

内
閣
府
の
調
査
か
ら
平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
の
当
市
人

口
で
推
測
す
る
と
、
趣
味
の

用
事
の
時
だ
け
外
出
す
る
よ

う
な
人
を
含
め
た
広
義
の
ひ

き
こ
も
り
は
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
が
３
８
０
人
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
が
５
３
６
人
と

見
込
ま
れ
る
。

　

本
人
や
家
族
が
相

談
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
の
対
応
は
。

　

県
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

障
害
者
基
幹
型
相
談
室
で
は
、

電
話
な
ど
で
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
。
ま
た
障
害
者

基
幹
型
相
談
室
で
は
相
談
の

内
容
に
応
じ
て
訪
問
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
相

談
窓
口
の
周
知
に
努
め
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

ひ
き
こ
も
り

質
問

答
弁

　

「
桐
生
人
と
し
て

の
誇
り
」
を
育
む
よ

う
な
具
体
的
な
分
か
り
や
す

い
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

具
体
的
な
計
画
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
今

年
３
月
に
桐
生
市
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
作
成

し
た
。
本
戦
略
は
、
予
備
知

識
が
な
く
て
も
何
を
目
指
す

の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
く
の
か
理
解
で
き
、
桐
生

の
「
ら
し
さ
」
や
「
持
ち

味
」
を
ま
ち
の
価
値
と
し

て
、
「
知
る
」
「
共
感
す

る
」
「
体
験
す
る
」
こ
と

で
「
桐
生
を
感
じ
る
喜

び
」
を
大
き
く
す
る
運
動

を
展
開
し
、
市
民
に
と
っ

て
よ
り
一
層
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
に
な
る
こ
と
や
首

都
圏
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
人
か
ら
選
ば
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
本

戦
略
に
基
づ
き
、
シ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進

す
る
こ
と
で
市
民
の
誇
り

を
育
む
こ
と
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

市
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
上
で
の
長

所
（
武
器
）
は
。

　

本
戦
略
で
は
、
市

民
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
、
普
通
の
こ
と
で
も
、

市
外
の
人
に
と
っ
て
は
「
特

別
」
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る

ほ
か
、
62
の
地
域
資
源
を
附

属
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
例
示
以
外
の
も

の
を
見
つ
け
出
す
こ
と
も
重

要
で
あ
り
、
今
後
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
中

で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
単
体
、
ま
た
は
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
し
て
柔
軟
か
つ
効

果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

質
問

桐
生
の
誇
り
の
継
承 （創志会）

石　渡　宏　明

質
問

答
弁

シティブランディング戦略

桐生市障害者基幹型相談室

がん患者サロンのポスター

（公明クラブ）
丹　羽　孝　志

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か
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高
齢
者
な
ど
の
涼

め
る
場
所
に
も
な
っ

て
い
る
西
公
民
館
の
冷
水
機

が
撤
去
さ
れ
、
現
在
、
水
が

飲
め
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

今
後
、
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　

故
障
に
伴
い
平
成

29
年
に
撤
去
し
た
が
、

利
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
や
、
設
置
や
維
持
管

理
に
か
か
る
費
用
な
ど
を
勘

案
す
る
と
、
今
後
の
設
置
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
な

お
公
民
館
利
用
者
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
は
、
冷
房

設
備
を
適
切
に
使
用
い
た

だ
き
、
水
分
補
給
で
湯
沸

室
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
あ
る
の
で
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　

菱
公
民
館
の
卓

球
台
が
老
朽
化
し

使
用
に
支
障
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
対
応
は
。

　

今
後
、
各
公
民

館
の
使
用
状
況
な

ど
を
調
査
し
、
利
用
者
の

答
弁

質
問

（日本共産党議員団）
渡　辺　　　恒

意
見
も
伺
い
な
が
ら
公
民
館

全
体
の
予
算
の
中
で
計
画
的

な
更
新
を
検
討
し
た
い
。

　

茶
室
の
悠
緑
庵
の

屋
根
が
老
朽
化
し
て

い
る
が
整
備
す
る
予
定
は
あ

る
か
。　

指
定
管
理
者
か
ら

は
室
内
の
雨
漏
り
は

な
い
も
の
の
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
表
面
が
傷
ん
で
い
る
と

の
報
告
は
受
け
て
い
る
。
公

園
内
の
施
設
が
全
体
的
に
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
、
優
先

順
位
を
付
け
改
修
方
法
な
ど

を
検
討
し
、
利
用
者
に
施
設

を
長
く
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

公
民
館
の
充
実

吾
妻
公
園
の
悠
緑
庵

周
遊
観
光
コ
ー
ス

の
整
備

学
校
で
の
防
犯
対
策

防
犯
グ
ッ
ズ
の
支

給
状
況

質
問

答
弁

　

病
気
治
療
の
影
響

に
対
す
る
支
援
は
、

外
見
の
問
題
に
限
ら
ず
手
厚

い
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
考
え

る
。
が
ん
患
者
の
人
数
や
生

活
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

当
市
の
が
ん
患
者

の
現
状
に
つ
い
て
、

治
療
中
の
人
数
や
生
活
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
。
治
療

の
影
響
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
は
、
悩
み
や
不
安
を
抱

え
る
多
く
の
が
ん
患
者
に
寄

り
添
い
、
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

県
や
医
療
関
係
機
関
か

ら
の
関
連
情
報
の
紹
介

な
ど
、
相
談
者
の
立
場

に
立
っ
た
支
援
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

胸
の
切
除
や

抗
が
ん
剤
の
副

作
用
で
髪
が
抜
け
る
な

ど
、
外
見
の
変
化
に
対

し
て
不
便
さ
や
不
自
由

さ
を
感
じ
、
胸
部
補
整

具
や
ウ
ィ
ッ
グ
を
使
う

質
問

（そうぞう未来）
近　藤　芽　衣

人
も
い
る
。
が
ん
治
療
等
の

影
響
に
よ
る
女
性
の
見
た
目

に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

当
局
の
見
解
は
。

　

ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部

補
整
具
を
使
用
す
る

こ
と
は
、
が
ん
治
療
を
受
け

て
い
る
人
が
悩
み
を
減
ら
し
、

よ
り
良
い
療
養
生
活
を
送
る

た
め
、
ま
た
就
労
や
社
会
参

加
に
つ
な
げ
る
た
め
有
効
な

こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。
県

内
で
の
が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ

な
ど
の
購
入
助
成
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
か
ら
高
崎

市
、
太
田
市
の
２
市
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
当
市
で
補
助

金
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

県
内
他
市
の
実
績
な
ど
を
参

考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

が
ん
治
療
等
の
支

援
策

質
問

答
弁

　

市
長
定
例
記
者

会
見
に
お
い
て
、

桐
生
が
岡
公
園
と
重
伝
建

地
区
の
連
携
整
備
に
つ
い

て
話
が
あ
っ
た
が
、
北
小

学
校
横
の
横
断
歩
道
を
木

目
調
に
掛
け
替
え
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
は
。

　

桐
生
が
岡
公
園

と
重
伝
建
地
区
の

横
断
歩
道
橋
を
含
め
た
連

携
整
備
に
つ
い
て
は
、「
ま

ち
の
活
性
化
」
や
「
賑
わ
い

の
創
出
」「
観
光
振
興
」な

ど
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に

結
び
つ
く
と
認
識
し
て
い
る
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
の
方
々
に
意
見
を
伺
い
、

具
体
的
な
整
備
計
画
を
早
急

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

当
市
及
び
他
市
の

防
犯
グ
ッ
ズ
の
支
給

状
況
は
。
　

当
市
で
は
、
寄
附

で
い
た
だ
い
た
安
全

答
弁

質
問

（創志会）
工　藤　英　人

笛
を
全
小
学
校
の
１
年
生
に

配
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
防

犯
ブ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
県

内
で
９
市
が
配
付
し
て
い
る

が
、
当
市
で
は
配
付
し
て
い

な
い
。　

学
校
内
の
古
い
防

犯
カ
メ
ラ
入
れ
替
え

と
通
学
路
等
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
拡
大
に
つ
い
て
。

　

古
い
防
犯
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
は
、
入
れ

替
え
が
必
要
な
際
に
は
、
画

素
数
の
高
い
も
の
の
導
入
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
通
学

路
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
全

体
で
考
え
、
関
係
部
門
や
警

察
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

安全笛

ぐんまの安心がんサポートブック

吾妻公園の悠緑庵

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要
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桐
生
石
油
商
業
協

同
組
合
は
、
自
治
体

が
公
の
契
約
を
結
ぶ
相
手
方

主
体
と
し
て
適
正
な
の
か
。

　

競
争
入
札
に
参
加

す
る
た
め
の
必
要
な

資
格
審
査
を
受
け
、
登
録
条

件
を
満
た
し
て
い
る
団
体
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
組

合
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

公
共
調
達
は
、
随

意
契
約
に
よ
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
原

則
と
し
て
一
般
競
争
入
札

に
よ
る
調
達
で
あ
る
。
本

市
で
石
油
製
品
全
て
の
購

入
に
つ
い
て
、
桐
生
石
油

商
業
協
同
組
合
と
１
者
独

占
随
意
契
約
を
結
ん
で
い

る
が
、
合
理
的
な
理
由
は
。

　

桐
生
石
油
商
業

協
同
組
合
は
、
ガ

ソ
リ
ン
等
の
燃
料
販
売
を

行
っ
て
い
る
市
内
唯
一
の

組
合
で
あ
り
、
店
舗
ご
と

に
価
格
の
異
な
る
ガ
ソ
リ

ン
、
軽
油
、
灯
油
、
重
油

に
つ
い
て
、
市
内
全
地
区

答
弁

質
問

に
お
い
て
、
共
通
の
単
価
で

随
時
供
給
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

公
用
車
及
び
公

共
施
設
で
使
用
す

る
石
油
製
品
の
購
入
に
つ
い

て
、
公
共
調
達
の
原
則
に
則

り
、
速
や
か
に
一
般
競
争
入

札
へ
の
移
行
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
当
局
の
見
解
は
。

　

こ
れ
ま
で
も
他

市
の
状
況
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
を
続
け
て

い
る
中
で
、
一
部
、
競
争
へ

の
移
行
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
研
究
を
し
て
き
て
い
る
。

今
後
も
他
市
の
状
況
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
調
査
・
研
究
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
弁

質
問

公
共
調
達
の
適
正
化

質
問

答
弁

　

送
迎
し
て
く
れ
る

人
が
い
な
け
れ
ば
投

票
に
行
け
な
い
よ
う
な
投
票

難
民
が
い
る
こ
と
を
、
当
局

は
認
識
し
て
い
る
か
。

　

選
挙
時
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人

が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
　

投
票
環
境
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
車
で
の
送
迎
や
移
動

投
票
所
に
つ
い
て
の
当
局
の

見
解
は
。
ま
た
、
県
内

他
市
町
村
の
取
り
組
み

は
。
　

当
市
は
、
有

権
者
の
高
齢
割

合
が
高
く
今
後
、
何
ら

か
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
他
市
町
村

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

藤
岡
市
、
甘
楽
町
、
神

流
町
、
大
泉
町
、
上
野

村
及
び
南
牧
村
で
有
権

者
が
投
票
所
ま
で
の
移

答
弁

質
問

（そうぞう未来）
辻 　 　 　 正 　 男

動
手
段
と
し
て
、
使
用
す
る

巡
回
タ
ク
シ
ー
費
用
を
負
担

し
て
お
り
、
富
岡
市
及
び
沼

田
市
が
、
投
票
所
が
遠
い
過

疎
地
域
に
お
い
て
移
動
投
票

所
を
設
置
し
て
い
る
。
当
市

に
お
い
て
も
他
市
町
村
に
お

け
る
取
り
組
み
事
例
を
研
究
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

コ
ロ
ン
バ
ス
通
り
、

見
来
居
通
り
、
新
川

バ
ラ
園
の
ベ
ン
チ
改
修
計
画

は
。
　

新
川
バ
ラ
園
内
の

ベ
ン
チ
８
基
の
修
繕

を
７
月
中
に
予
定
し
て
お
り
、

今
後
も
計
画
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

質
問

選
挙
の
高
齢
者
対
策

歩
道
の
ベ
ン
チ

質
問

答
弁

（創志会）
園　田　基　博

　

食
の
自
立
支
援
事

業
の
概
要
は
。

　

身
体
機
能
の
低
下

な
ど
に
よ
り
十
分
な

調
理
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢

者
や
高
齢

者
の
み
の

世
帯
な
ど

を
対
象
に
、

週
２
回
食

事
を
お
届

け
し
、
安

否
確
認
や

見
守
り
を

行
っ
て
い

る
も
の
で
、

N
P
O
法

人
な
ど
へ
の
委
託
に
よ
り
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
が
、

高
齢
者
の
人
々
に
食
べ
る
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
事
業
に
対
す
る
潜
在
需
要

質
問

と
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
市
民

ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

後
期
高
齢
者
や
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
加
す
る
中
で
、
介
護

予
防
と
い
う
観
点
か
ら
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

促
進
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者

の
見
守
り
を
推
進
す
る
こ
と

の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
第
８
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
の

策
定
に
向
け
、

現
行
の
在
宅
高

齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
全
体
の
見

直
し
を
行
っ
て

い
く
に
当
た
り
、

食
の
自
立
支
援

事
業
に
対
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て
、
民
間

事
業
者
が
提
供

す
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状

況
や
ニ
ー
ズ
と
あ
わ
せ
て
調

査
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
職
員
提
案
事
業

◆
国
や
県
の
支
援
員
制
度
の

　

活
用

答
弁

食
の
自
立
支
援
事
業

質
問

答
弁

配食サービス

歩道ベンチ

桐生市役所

（無会派）
飯　島　英　規

特
　
集
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在
宅
高
齢
者
等
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
既
存
制
度
の
整
理
や
全

市
的
な
展
開
な
ど
に
よ
り
、

真
に
外
出
支
援
が
必
要
な

方
々
に
対
す
る
施
策
の
充

実
・
拡
充
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
当

局
の
見
解
は
。

　

現
在
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

検
討
委
員
会
に
お
い
て
も
実

施
に
向
け
い
く
つ
か
の
案
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

（公明クラブ）
山之内　　　肇

は
、
「
地
区
別
懇
談
会
」
や

第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
の
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ

調
査
な
ど
を
通
じ
、
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

真
の
公
民
連
携
、

す
な
わ
ち
民
間
主

導
の
公
民
連
携
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
加
速
化
、
充
実
さ

せ
る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み

を
名
実
共
に
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
庁
内
組
織
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
早

急
に
明
確
化
さ
せ
、
公
民
連

携
の
推
進
体
制
を
構
築
い
た

だ
き
た
い
が
市
長
の
見
解
は
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
編
成
の
必

要
性
に
つ
い
は
、
部
署

の
垣
根
を
越
え
て
実
現

に
向
け
て
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
市
民
生
活
の
実
状
に

　

即
し
た
市
営
住
宅
の

　

入
居
基
準
へ
の
改
革

◆
市
民
が
利
用
し
や
す

　
い
新
里
デ
マ
ン
ド
タ
ク

　

シ
ー
事
業
へ
の
改
革

質
問

答
弁

外
出
支
援
事
業
の

拡
充

公
民
連
携
の
更
な

る
推
進

質
問

答
弁

　

市
営
住
宅
は
、
低

所
得
者
で
住
宅
に

困
っ
て
い
る
人
々
が
安
い
家

賃
で
入
居
で
き
る
よ
う
に
建

設
し
た
住
宅
と
あ
る
が
、
単

身
者
の
入
居
条
件
に
は
「
申

込
時
、
60
歳
以
上
の
人
」
と

い
う
年
齢
制
限
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
群
馬
県
は
平
成
31

年
４
月
１
日
に
年
齢
要
件
を

撤
廃
し
た
。
当
市
も
撤
廃
を

考
え
て
い
る
か
。

　

60
歳
未
満
で
、
単

身
で
の
入
居
の
需
要

も
増
え
て
お
り
、
公

営
住
宅
の
本
来
の
目

的
で
あ
る
低
所
得
者

の
救
済
の
た
め
に
も
、

単
身
者
の
入
居
基
準

で
あ
る
年
齢
要
件
の

見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。　

年
齢
要
件
の

撤
廃
以
外
に
入

居
条
件
の
変
更
の
予

定
は
あ
る
か
。

　

現
状
、
単
身

者
が
入
居
可
能

質
問

答
弁

答
弁

（創志会）
人　見　武　男

な
市
営
住
宅
の
規
格
は
、
居

室
が
２
室
以
下
の
規
模
で
あ

る
住
宅
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、

単
身
者
が
入
居
し
や
す
い
よ

う
居
室
制
限
か
ら
面
積
要
件

な
ど
へ
の
緩
和
を
図
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　

単
身
者
に
お
け
る

入
居
条
件
の
緩
和
に

つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

現
在
、
詳
細
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
と
ま
り
次
第
早
急

に
条
例
改
正
し
、
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
元
年
10
月
１

日
施
行
を
希
望
す
る

が
、
当
局
の
見
解
は
。

　

可
能
な
限
り
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

市
営
住
宅
の
入
居

条
件

質
問

　

新
た
に
来
園
し
た

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
展
示
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　

旧
イ
ノ
シ
シ
舎
を

改
修
し
て
５
月
20
日

か
ら
展
示
を
行
っ
て
い
る
が
、

鋭
い
爪
を
立
て
、
少
し
で
も

爪
が
か
か
る
場
所
が
あ
る
と

登
れ
て
し
ま
う
た
め
、
施
設

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
不
具
合

箇
所
を
発
見
し
、
展
示
を
休

止
し
て
い
る
。
今
後
は
来
園

者
に
見
や
す
い
展
示
が
で
き

る
よ
う
整
備
し
展
示
を
再
開

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
て
い
る
ブ

質
問

（そうぞう未来）
田　島　忠　一

ロ
グ
の
「
動
物
園
よ
も
や
ま

ば
な
し
」
と
広
報
誌
の
「
Ｚ

Ｏ
Ｏ
（
ず
ー
）
っ
と
い
っ

し
ょ
」
が
現
在
更
新
さ
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

　

職
員
が
動
物
飼
育

の
作
業
の
合
間
を
利

用
し
な
が
ら
工
夫
し
作
成
、

更
新
し
て
い
た
が
、
飼
育
担

当
者
の
配
置
変
え
に
伴
う
、

飼
育
作
業
効
率
の
低
下
な
ど

も
あ
り
更
新
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
は
本
来
業

務
の
動
物
飼
育
の
支
障
と
な

ら
な
い
よ
う
な
手
法
な
ど
を

研
究
し
情
報
発
信
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

平
成
30
年
第
３
回

定
例
会
で
動
物
の
餌

代
の
寄
附
に
関
す
る
一
般
質

問
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

対
応
は
。
　

現
在
、
他
の
動
物

園
の
事
例
に
つ
い
て

調
査
中
で
あ
り
、
募
金
箱
の

安
全
性
の
確
保
、
公
金
の
管

理
体
制
、
動

物
園
予
算
に

反
映
さ
せ
る

仕
組
み
な
ど

の
課
題
に
つ

い
て
検
討
し

て
い
る
。

質
問

答
弁

答
弁

桐
生
が
岡
動
物
園

質
問

答
弁

ミーアキャット

桐生市役所

市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

市営住宅
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（日本共産党議員団）
関　口　直　久

　

70
歳
以
上
の
高
齢

者
が
運
転
免
許
証
を

更
新
す
る
際
の
高
齢
者
講
習

は
市
内
何
か
所
の
会
場
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

桐
生
警
察
署
及
び

桐
生
交
通
安
全
協
会

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
市
内

２
か
所
の
自
動
車
教
習
所
で

行
っ
て
い
る
。

　

講
習
会
場
が
市
内

２
か
所
し
か
な
い
こ

と
か
ら
、
遠
方
の
会
場
ま
で

質
問

講
習
を
受
け
に
行
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
講
習
会
場

を
増
や
す
こ
と
を
桐
生
警
察

署
な
ど
に
要
望
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。

　

市
が
会
場
を
用
意

す
る
な
ど
直
接
関
与

し
て
講
習
会
の
会
場
や
開
催

回
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
高
齢
者
の
利
便
性

を
図
る
と
い
う
部
分
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
桐
生
警
察
署
や

桐
生
交
通
安
全
協
会
に
状
況

の
改
善
に
つ
い
て
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

　

当
市
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
券
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

高
齢
化
が
進
み

免
許
証
返
納
者
が

増
加
す
る
な
か
、
高
齢
者

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

上
で
も
民
間
タ
ク
シ
ー
を

活
用
し
た
移
動
支
援
は
重

要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
、
高
齢
者
の
外
出
移

動
支
援
に
つ
い
て
は
様
々

な
観
点
か
ら
支
援
の
あ
り

方
を
考
え
る
中
で
、
タ
ク

シ
ー
券
の
導
入
に
つ
い
て

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

捉
え
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

答
弁答

弁
質
問

高
齢
者
講
習
に
つ

い
て

タ
ク
シ
ー
券
導
入

に
つ
い
て

質
問

答
弁

　

「
新
桐
生
〜
桐
生

女
子
高
線
」
の
便
数

の
見
込
み
は
。

　

お
り
ひ
め
バ
ス
の

路
線
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
の
改
正
に
向
け
て
現
在

準
備
を
進
め
て
い
る
。
統
合

に
よ
り
桐
生
女
子
高
生
の
利

用
が
な
く
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
場
合
、
お
り
ひ
め
バ
ス

全
路
線
の
総
合
的
な
利
便
性

向
上
を
図
る
上
で
は
、
本
路

線
の
減
便
や
路
線
変
更
は
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
が
、

「
新
桐
生
〜
桐
生
女
子
高

線
」
は
、
新
桐
生
駅
か
ら

本
町
通
り
を
経
由
し
、
Ｊ

Ｒ
桐
生
駅
、
重
伝
建
地
区
、

群
馬
大
学
を
結
ぶ
、
い
わ

ゆ
る
市
内
幹
線
系
統
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
含
め
「
お
り
ひ

め
バ
ス
運
行
事
業
検
討
委

員
会
」
の
中
で
総
合
的
に

協
議
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
は
桐
生

市
制
施
行
１
０
０
周

年
で
あ
る
。
桐
生
市
史
の
編

さ
ん
が
必
要
と
考
え
る
が
当

局
の
見
解
は
。

　

市
史
編
さ
ん
を

行
っ
て
い
る
自
治
体

を
調
査
し
、
市
史
編
さ
ん
方

針
、
組
織
体
制
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
元
年
度
か
ら
総
務
課
と

図
書
館
に
お
い
て
定
期
的
な

打
ち
合
わ
せ
を
始
め
た
。
市

制
施
行
１
０
０
周
年
は
当
市

に
と
っ
て
大
き
な
節
目
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
市

史
編
さ
ん
の
準
備
に
向
け
て

の
検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

お
り
ひ
め
バ
ス
路

線
見
直
し

桐
生
市
史
編
さ
ん

質
問

答
弁

桐生市史

高齢者講習の様子

（無会派）
歌　代　公　司

特
　
集

一
般
質
問

定
例
会
概
要

市
議
会
の
活
動
ほ
か

周　

藤　

雅　

彦 

　市議会は、次の人事案件２件に
　同意しました。

議会選出の各種委員などについて、次のとおりとなりました。
※選出依頼に基づき選出

渡辺　　恒
山之内　肇

藤江　篤 氏
ふじえ あつし すなが みのる もり じゅさく

北川　久人

園田　基博
新井　達夫

人見　武男
河原井　始

須永　實 氏 森　壽作 氏

◇桐生地域医療組合議会議員

◇群馬県後期高齢者医療広域連合議会議員

議会の議員

議会の議員の選挙権を有するもの

監
査
委
員

福　

島　

賢　

一 　

竹　

内　

一　

男 

氏  

た
け　
　

 

う
ち　
　

 

か
ず　
　

  

お

農
業
委
員
会
委
員

人 事 案 件 各種委員
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

特別委員会を設置
特別委員会設置に関する決議３案件が議員より提出され、それぞれ可決し、３つの特別委員会が設置されました。
〇水質調査特別委員会設置に関する決議案
〇議会改革調査特別委員会設置に関する決議案
〇公共施設のあり方等調査特別委員会設置に関する決議案

◎調査項目
１　渡良瀬川及び桐生川並びに市域
　　内河川の環境・水質保全について
２　山元（古河）対策について

◎委員構成
委 員 長／佐藤 幸雄
副委員長／石渡 宏明
委　　員／関口 直久　田島 忠一
　　　　　丹羽 孝志　岡部 純朗
　　　　　河原井 始

◎調査項目
１　議会改革について

◎委員構成
委 員 長／園田 基博
副委員長／工藤 英人
委　　員／飯島 英規　歌代 公司
　　　　　近藤 芽衣　辻　正男
　　　　　周藤 雅彦

◎調査項目
１　公共施設等の健全経営について
２　広域連携について

◎委員構成
委 員 長／人見 武男
副委員長／山之内 肇
委　　員／渡辺　恒　 久保田  裕一
　　　　　佐藤 光好　北川 久人
　　　　　新井 達夫　福島 賢一

議会改革調査特別委員会水質調査特別委員会 公共施設のあり方等調査特別委員会

工　

藤　

英　

人

石　

渡　

宏　

明

市　
　
　
　
　

長　
　
　
　
　

提　
　
　
　
　

出

議
員
提
出

議　員　氏　名
結　　果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議第５号議案

議第６号議案

議第７号議案

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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〇

〇
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〇

〇
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〇

〇

〇

〇

〇

－

－

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

－

〇

〇

〇

〇

〇

議案番号・議案

飯　

島　

英　

規

歌　

代　

公　

司

渡　

辺　
　
　

恒

関　

口　

直　

久

園　

田　

基　

博

人　

見　

武　

男

近　

藤　

芽　

衣

久
保
田　

裕　

一

辻　
　
　

正　

男

田　

島　

忠　

一

丹　

羽　

孝　

志

山
之
内　
　
　

肇

佐　

藤　

幸　

雄

佐　

藤　

光　

好

北　

川　

久　

人

議　

長　

の　

た　

め　

採　

決　

に　

加　

わ　

ら　

ず

新　

井　

達　

夫

岡　

部　

純　

朗

河
原
井　
　
　

始

福　

島　

賢　

一

周　

藤　

雅　

彦
消費税率等の引上げに伴う関係条例の
整理に関する条例案
桐生市手数料条例の一部を改正する条
例案
桐生市市税条例の一部を改正する条例
案
桐生市火災予防条例の一部を改正する
条例案
財産取得（分団用消防ポンプ自動車）
について
財産取得（高規格救急自動車及び高度
救命処置用資機材）について
桐生市市営住宅浜松町一丁目団地耐震及
び各所改修工事請負契約の締結について
桐生市介護保険条例の一部を改正する
条例案
桐生市災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部を改正する条例案
桐生市子どものための教育・保育の利用者負
担額等に関する条例の一部を改正する条例案
令和元年度桐生市一般会計補正予算（
第１号）
令和元年度桐生市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号）
令和元年度桐生市介護保険事業特別会
計補正予算（第１号）
監査委員の選任につき同意を求めるこ
とについて
農業委員会委員の任命につき同意を求
めることについて
農業委員会委員の任命につき同意を求
めることについて
水質調査特別委員会設置に関する決議
案
議会改革調査特別委員会設置に関する
決議案
公共施設のあり方等調査特別委員会設
置に関する決議案

令和元年 第２回 定例会 議 案 と 結 果 ○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席
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子ども食堂の様子

〇
消
費
税
率
等
の
引
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
案

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
が
引
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
消
費
税

の
課
税
対
象
と
な
る
使
用
料
、
手

数
料
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
関
係

条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。
な
お
、
高
校
生
以
下
の

料
金
等
を
設
定
し
て
い
る
施
設
の

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
の

観
点
か
ら
、
高
校
生
以
下
の
料
金

等
を
据
え
置
く
こ
と
と
す
る
。

▷

施
行
期
日　

令
和
元
年
10
月
１
日

〇
桐
生
市
市
営
住
宅
浜
松
町
一
丁

目
団
地
耐
震
及
び
各
所
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

桐
生
市
市
営
住
宅
浜
松
町
一
丁

目
団
地
は
、
昭
和
48
年
度
に
建
設

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
６
階

建
て
の
住
宅
で
、
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
耐
震
診
断
に
よ
り
耐
震
改
修

が
必
要
な
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

入
居
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

工
事
を
実
施
す
る
も
の
。

※

主
な
工
事
内
容

・
耐
震
補
強
工
事
（
外
付
け
補
強

　

フ
レ
ー
ム
工
事
）一
式

・
外
壁
改
修
工
事　

一
式

・
屋
上
及
び
ベ
ラ
ン
ダ
防
水
工
事
一式

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
１
基

〇
桐
生
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　
　
　
　

 ※

下
表
の
と
お
り

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
令
和
元
年
10
月
の
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
に
合
わ

せ
て
、
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険

料
の
軽
減
を
強
化
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

▷

施
行
期
日　

公
布
の
日

〇
桐
生
市
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
の
利
用
者
負
担
額
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
利

用
者
負
担
額
の
一
部
を
無
償
化
す

る
も
の
。

①　

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど

も
：
利
用
者
負
担
額
を
無
償
化
す
る
。

②　

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど

も
：
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

の
利
用
者
負
担
額
を
無
償
化
す
る
。

▷

施
行
期
日　

令
和
元
年
10
月
１
日

主
な
議
案

主
な
議
案

概
要

概
要

概
要

概
要

・生活保護受給者
・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金受給者
・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額
　+課税年金収入額が80万円以下の人

・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額
　+課税年金収入額が80万円超120万円以下の人

・世帯全員が市民税非課税で、上記以外の人

第１段階

段　　階 対　　象　　者

第２段階

第３段階 57,400円59,400円

47,500円55,400円

29,700円35,600円

第１号保険料の額（年額）
現行（H30年4月～） 改正案（H31年4月～）

（第４段階～第14段階は軽減なし）

●民生費社会福祉総務費
　子どもの居場所づくり応援事業…40万円の増額
（子ども居場所づくり応援補助金）

●土木費建築指導費
　耐震改修促進事業…300万円増額
（危険ブロック塀等撤去支援事業補助金）

●消防費非常備消防費
　消防団運営事業…40万円増額
（消防団運転免許取得補助金）

●教育費学校管理費
　学校施設改修事業…2,773万1,000円増額
（桜木中学校施設改修工事費）

●商工費観光費
　観光施設運営事業…283万円追加
（物産販売等業務委託料等）

●土木費住宅対策費
　移住支援事業…1,120万円追加
（移住支援補助金）

●教育費事務局費
　学校集金システム事業…1,089万円追加
（システム導入委託料）

●教育費文化財保護費
　重伝建公開施設整備事業…871万2,000円の増額
（設計業務等委託料）

歳
出
予
算
の
主
な
肉
付
け
補
正
内
容

令和元年度桐生市一般会計補正予算（第1号）

概
要

歳入歳出予算について、歳入歳出それぞれ5億3,792万円（内訳：
肉付補正額2億5,170万円、その他補正額2億8,622万円）を増額し、
予算総額を452億8,792万円としたもの。

※市長選挙の関係から当初予算が、最低限必要な経費を盛り

　込んだ「骨格予算」として編成されていたため、今回の補

　正予算では“政策的判断が必要な新規事業等”を加えた、「肉

　付け補正予算」として計上されました。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

一
般
質
問

定
例
会
概
要

特
　
集

平成 30 年度政務活動費収支報告書

市議会に関心があるか

※アンケート結果の項目の一部を抜粋したもの

　政務活動費は、地方議会の活性化や議員の調査研究その他の活動基盤の充実等を図る観点から、これらの活動
に必要な経費の一部を助成するものです。
　当市では、桐生市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会における会派
または無会派議員に対し、議員一人あたり年額 380,000 円を半期（4月、10 月）ごとに交付しています。
   収支報告書には、原則、1 円以上の支出に対し領収書の添付を義務付けており、年度ごとに精算しています。
支出額が交付額に満たない場合には、その残余額を返還しています。

　桐生市議会では、市民の皆さまにとって一番身近な頼れる議会をモッ
トーに、「桐生市議会に関するアンケート」、「桐生市議会傍聴に関する
アンケート」を作成し、平成 29 年 12 月から 1 年間、本会議の傍聴者や
議会報告会・意見交換会等の参加者を対象に実施させていただきました。
アンケートの結果はホームページで公開していますのでご覧ください。

市議会議員の役割で重要と思うこと（※複数回答可）

市政への政策提言

市政の監視役

住民意見の市政への反映

市政などの情報発信

地域、組織と行政のパイプ役

県、国等と市のパイプ役

その他

0 40 80 120 160 200

住民の意見が市議会に反映されているか？

思う

少し思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

0 20 40 60 80 100

きりゅう市議会だよりについて

0 20 40 60 80 100 120

いつも読んでいる

読んだことがある

ほとんど読まない

読んだことはない

知らない

無回答

議会市民アンケートの実施結果

1,203,333 
1,140,000 
2,343,333 

1,013,333 
950,000 
1,963,333 

570,000 
570,000 
1,140,000 

380,000 
380,000 
760,000 

380,000 
380,000 
760,000 

126,666 
190,000 
316,666 

126,666 
190,000 
316,666 

190,000 
190,000 
380,000 

3,989,998 
3,990,000 
7,979,998 

単位：円

会派及び　　
無会派議員名
会派及び　　
無会派議員名

創  志  会 そうぞう未来 クラブ 21 公明クラブ 日本共産党議員団 森山享大 福島賢一 飯島英規 合 　計

６人 5人 3人 2人 2人 1人 1人 1人 21 人

４月～９月分
10月～3月分
合　計

会派及び　　
無会派議員名 創  志  会 そうぞう未来 クラブ 21 公明クラブ 日本共産党議員団 森山享大 福島賢一 飯島英規 合 　計

42,000 
0 

1,468,976 
501,528 
357,442 

0 
0 
0 

2,369,946 

40,000 
0 

410,877 
385,390 
945,520 
95,330 

0 
0 

1,877,117 

366,770 
0 

203,241 
276,042 
320,180 

0 
0 
0 

1,166,233 

153,000 
0 

27,609 
298,794 
229,414 

0 
0 
0 

708,817 

104,300 
0 

209,292 
125,441 
320,886 

0 
0 
0 

759,919 

0 
0 

85,747 
105,891 

0 
0 
0 
0 

191,638 

7,000 
0 

9,226 
79,097 
121,500 
72,500 

0 
0 

289,323 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

713,070 
0 

2,414,968 
1,772,183 
2,294,942 
167,830 

0 
0 

7,362,993 

研究研修費
調 査 旅 費
資料作成費
資料購入費
広 報 費
広 聴 費
人 件 費
その他の経費
　合 計　

単位：円

103

58

146

63

97

49

6

23

76

42

7

38

30

82

63

15

20

14

22

交
付
額

支
出
額

※この表は、 ２４期議員 （任期 ： 平成２７年５月２日から令和元年５月１日） に交付された、 平成３０年４月分から平成３１年３月分までの１２ヶ月分を集計しています。

※支出額が交付額を上回る場合には、 その差額は会派での負担となります。         

※伏木康雄議員は政務活動費の交付申請をしていません。

関心がある
86

40％

少しある
70

33％

あまりない
46

21％

ない
7

3％

わからない
3

1％

無回答
4

2％
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桐生市議会

LINE フェイスブック ツイッター

検索

　6月11日に開催された「第95回全国市議会
議長会定期総会」において、岡部純朗議員
が、議員として20年以上その職にある者と
して特別表彰を受賞されました。

表 彰されました 議員の暑中見舞状・寄附などは
法律で禁止されています。

　公職選挙法により、 議員は次のことを禁止

されています。 市民の皆さんのご理解をお願

いします。

◎ 暑中見舞状などのあいさつ状を出すこと。

◎ 寄附をすること。

◎ 本人が出席しない慶弔に祝儀や香典を出す
　　こと。

岡部 純朗 副議長 議長

議 会
活動開始！

モニターモニター

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
議
会

活
動
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
４
月
に
行
わ
れ
た
統
一

地
方
選
に
よ
り
、
議
員
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
、

各
議
員
の
所
属
委
員
会
な
ど
も
決
定
を
し
、
無

事
、
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会
、
第
２
回
定
例

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
議
員
22
名
と
議
会
事
務
局
一
丸
と
な
っ
て
市

政
発
展
の
た
め
専
心
努
力
を
傾
注
し
て
参

る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

副
議
長
を
拝
命

し
、
６
月
定
例
会
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
の
新

人
議
員
の
動
向
を
見
ま
す
と
、

各
々
が
一
生
懸
命
議
員
と
し
て
の

立
場
を
考
え
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
４
名
の
新
人
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
部
局
長
の
答

弁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
立
派
な
姿
を
見
て
、
今

後
の
成
長
と
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
荒

木
新
市
長
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
桐
生
市
の
将

来
を
見
据
え
た
「
新
生
桐
生
」
を
目
指
し
頑
張
っ

て
い
く
決
意
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

北川 久人 

　昨年度、試行的に導入しておりました桐生市議会モニター
制度を、今年度６月から本格稼働いたしました。今回は、
高校生を含む 12 人の市民にモニターをお引き受けいただい
ています。桐生市議会の活動や桐生市のまちづくりなどに
ついて、モニターからいただくご意見・ご提言を議会運営
に反映させることにより、議会機能の充実強化を図ってい
きたいと思います。

ごあいさつ
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